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研究成果の概要（和文）：平成２４年度は、韓国で行われる麗水EXPO2012のメインストリートの23mX 256mの巨大スク
リーンで漢字を入力したアジア文化に関するイメージ展開の映像展示を行い、国際的なインパクトと与え、万博委員会
から表彰を受けた。平成２５年度は、日本の 移ろいやすい気象・自然風土である四季をテーマに俳句からイメージし
たデザイン映像の研究成果を、シンガポールのアートサイエンスミュージアムで発表した。
平成２６年度は日本的意匠の起源である琳派をイメージ展開を研究し、京都府の琳派400年記念オープニングとして、
京都国立博物館にてプロジェクションマッピング映像を研究成果として行った。

研究成果の概要（英文）：In 2012, the author exhibited a visual work, which expresses the relationship 
beween various Asian cultures based on Chinese character input, on a huge ceiling display of 23m x 256m 
at the main street of Yeosu Expo 2012 held in Yeosu, Korea. This exhibition gave a strong impact at 
global level and the author was awarded for her contribution to the Expo by the Yeosu Expo Committee.In 
2013, the author carried out a research on image creation based on Haiku taking the features of Japanese 
climate, that has the feature of easy to change and fragile, into consideration. The research result was 
exhibited at ArtScience Museum in Singapore.In 2014, the author carried the research on how to express 
the image of RIMPA, that is the origin of Japanese design. The research result was exhibited at Kyoto 
National Museum in the form of projection mapping the opening of RIMPA 400th anniversary events.
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１．研究開始当初の背景 
私たちは通常自分の意見・思想を表現す

る際に言語を用いるが、実際には言語が相
手の心の中に脳内イメージを引き起こすこ
とによって、意見・思想が相手に伝えられ
る。脳内イメージに合致したイメージ情報
を得る技術が実現されれば、意見・思想の
伝達が容易になる。最近では、プレゼンの
際にテキストにイメージを添える事が多く
なったので、脳内イメージの可視化は多く
のニーズを持つと考えられる。イラストレ
ーター、デザイナ、アーティストなどは、
脳内イメージを可視化する事により人々に
イメージを伝えるが、その可視化の際にこ
のような技術を利用すればイメージを広げ
る事が出来、自分の持つ脳内イメージの可
視化が容易になると同時により広がりを持
つ事になると期待される。	
 
 
２．研究の目的 
	
 本研究では、私たちは言葉を聞くとそれ
に対応した脳内イメージを思い浮かべる。
この脳内イメージの「記憶と想起」の過程
を解明する。この過程には、様々なアナロ
ジーが働いている。しかし、アナロジーが
どのようにおこなわれているかはまだ解明
されていない。そこで、入力された漢字に対
し「アナロギア・ミメーシス・パロディア・
レトリック、連想、類推、メタファー」等の
結合関係にもとづき脳内イメージが喚起さ
れると考え、漢字入力からイメージ情報が
想起されるデザインシステムを設計する。
入力に使用する漢字とイメージをつなぐ想
起情報として、漢字のルーツである甲骨文
字も活用する。本研究は漢字を使って言語
情報を脳内イメージに合致したイメージ情
報に変換するデザインを研究する事を目的
とし、新しい世界言語を発明する。	
 
	
 
例えば、以下の絵のように、上方にある漢字
をインプットとして、その漢字を画面のどこ
に置くかによって、任意の連想にイメージが
出力され、それらの構成が山水画になってい
く。	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
  

	
 
Fig1.	
 Art	
 of	
 ZEN	
 

	
 

３．研究の方法 
(1)平成２４年度は、漢字のルーツである

4000 年前の表意文字である甲骨文字から
の様々なアジア文化のイメージへの変換の
イメージ生成を行った。そして、アナロジ
ーによる要素選択とメタファー想起の機能
を研究した。アナロジーは、必ず発想の起点
にあたる「ベース」があって、そこから次の
着点の「ターゲット」が連想され、それが次々
に連鎖する。このとき、ベースからターゲッ
トに向かっていく途中に、われわれはさまざ
まな「プロフィール」のようなものを思い浮
かべる。アジアが共有する文化から、ユーザ
ーが比喩や見立てとして思い浮かびやすい
「四神」の「白虎」「朱雀」「玄武」「青龍」
から生まれたアナロジーとメタファーの映
像を制作し、韓国の麗水万博で実際に上映し、
伝達実験を行った。	
 

	
 

	
 
Fig2.	
 韓国万博「四神旗」のイメージストー

リー	
 

	
 

(2)平成 25 年度からは、知識の「地」と「図」
を認識する機能を研究した。人間は、任意の
知識情報が内属しているほうを「図」とみな
し、知識情報を外包しているほうを「地」と
みなす傾向が強くある。そのため思考の中で
は、多くのばあい、ベースが「地」になり、
ターゲットが「図」になっていることが多い。
そこで、様々な漢字を使って作られた俳句
から季節を「地」として、俳句「図」にし
てイメージへの変換の研究を行った。イメー
ジは、抽象的なものとして、季節を色で表し、
俳句の表現を形で表した。その研究で出来た
映像作品を、季節のないシンガポールで、「い
けばなの四季」という映像にまとめ、アート
サイエンスミュージアムで展示するととも
に、被験者実験を行った。	
 



	
 
Fig.3.	
 俳句から得られた春のイメージ	
 

	
 

	
 
Fig.4.	
 俳句から得られた夏のイメージ	
 

	
 

	
 
Fig.5.	
 俳句から得られた秋のイメージ	
 

	
 

	
 
Fig.6.	
 俳句から得られた冬のイメージ	
 

 
3)	
 平成 26 年度の研究で、（２）で行ったこ
とをさらに深めた。芭蕉、一茶、蕪村の俳
句を用いて、日本のデザインの起源と言わ
れている琳派のイメージの生成に用いた。	
 
平成 27 年の琳派 400 年記念に向けて、俳句
からイメージした琳派の先端映像を作成し
た。基本的に人間の思考パターンと図式は、
連なり、重なり、また少し奥まったり離れた

りしながら、特定の流れや組み立てに達する
と想定できる。この「認知モデル」や「思考
モデル」を、俳句の要素選定データとして記
録する。この選定履歴が「映像作品」に対応
するユーザーの脳内イメージの認知構造に
なる。結果として、俳句のイメージから、様々
な琳派の映像生成が得られた。	
 

	
 
Fig.7.琳派の特徴を生かした春の表現	
 

	
 

	
 
Fig.8.尾形光琳の燕子花からのイメージ	
 

	
 

	
 
Fig.9.日本の色で表現した正月のイメージ	
 

	
 

	
 
Fig.10.尾形光琳紅白梅図屏風からイメージ	
 

	
 

４．研究成果	
 
(1)平成２４年度は、韓国で行われる麗水
EXPO2012 のメインストリートの 23mX 
256m の巨大スクリーンで漢字を入力した
アジア文化に関するイメージ展開の映像展
示を行い、国際的なインパクトと与え、万
博委員会から表彰を受けた。 
(2)平成２５年度は、日本の 移ろいやすい
気象・自然風土である四季をテーマに俳句
からイメージしたデザイン映像の研究成果



を、シンガポールのアートサイエンスミュ
ージアムで発表した。本作品は、公共デザ
イン部門で、グッドデザイン賞を受賞した。	
 

	
 

	
 
Fig.11.夜景を背景に行われたサウンドオブ

いけばなのプロジェクションマッピングの

様子。グッドデザイン賞受賞ページより。	
 

	
 

(3)平成２６年度は日本デザインの起源で

ある琳派に関する言葉からイメージ展開を

研究し、京都府の琳派 400 年記念オープニ

ング事業として、京都国立博物館にてプロ

ジェクションマッピング映像を研究成果と

して行った。 

	
 
Fig.13.プロジェクションマッピングの様子	
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